
取得するメトリクス
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メトリクス名 内容
フォロワー数 他の開発者にフォローされた数

プルリクエスト数
自分のものではないリポジトリに投稿したプルリクエスト

の回数
課題報告数 自分のものではないリポジトリに投稿した課題報告の回数

• プルリクエストに対して, 助言をもらいました. 
- 外部の人は本当にreopenできないのか？



• プルリクエスト数 
- テーブル：pull_request_history

プルリクエスト取得方法（今回取得するメトリクス）
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テーブルの中身はこんな感じ

http://ghtorrent.org/relational.html（mysqlの各テーブルの意味）

外部の開発者（今回はこれに注目）
内部（権限有）の開発者

[sql文]

select count(*) from pull_request_history

where action = opened

and acter_id = ?

and created_at like ? ;


actionをopenedしているacter_idのプル
リクエスト回数を取得（月毎）

？

ご指摘ありがとうございます.

ほんま？

http://ghtorrent.org/relational.html


• プルリクエスト数 
- テーブル：pull_request_history

プルリクエスト取得方法（今回取得するメトリクス）
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場合による 
• 外部の開発者がcloseした場合 
- 外部の開発者 & 権限のある開発者 
• 権限のある開発者がcloseした場合 
- 権限のある開発者のみ 
外部の開発者もreopenできる 

場合がある

内部の開発者がcloseしたPRに対しては,  
外部の開発者はreopenできないので, openedだけでいいと思います.

 結論   



おまけ・やってみた（プルリクエスト編）
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外部の開発者 内部の開発者（権限有）

openしたプルリクエストは, 内部 / 外部 の開発者どちらもcloseできる



おまけ・やってみた（プルリクエスト編）
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外部の開発者 内部の開発者（権限有）

外部の開発者がcloseしたプルリクエストは外部の開発者もreopenできる



おまけ・やってみた（プルリクエスト編）
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外部の開発者 内部の開発者（権限有）

内部の開発者がcloseしたプルリクエストは外部の開発者はrepopenできない


